


































正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和 6年度）1／4 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），

農学部 

１ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①リン酸，②糖，デオキシリボース，③水素結合， 

④複製起点，複製開始点 

 

問２（１） 

  

（２）DNA ポリメラーゼは５'側から３'側の方向へのみ合成可能である

ため 

（３）制限酵素 

 

問３（１）A  

（２）（ⅰ）D 

（ⅱ）実験結果（D）では，14N 培地に移して１回目の分裂を終えた

大腸菌は一方の鎖だけが 14N を含む比重が中間の DNA のみ，

２回目の分裂を終えた大腸菌はさらに両鎖ともに 14Nを含む比

重が小さい DNA も持っていたため，半保存的複製を正しく表

している。 

（３）ア：0，イ：1，ウ：15  

 

問４ 鋳型鎖の３'末端，つまり新生鎖の５'末端では，新生鎖の合成開始時に

つくられたプライマーが分解されたあと，DNA で置き換えることができ

ないため，分裂のたびにテロメアが短くなる。 

 

 



正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和 6年度）2／4 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），農学部 

２ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①傾性，②クチクラ，③サリチル酸，④ジャスモン酸， 

⑤カルビン・ベンソン 

 

問２ イ，エ，オ 

 

問３ 重力屈性，接触屈性，化学屈性，水分屈性のうち３つ 

 

問４ 過敏感反応により死んだ細胞内ではウイルスは増殖できないため，他

の細胞への拡大を防ぐことができる。 

 

問５（１）C6H12O6＋6O2＋6H2O 

（２）CAM 植物は，夜間に気孔を開き CO2を取り込み，乾燥する昼間

に気孔を閉じて蒸散を防ぐ。 

 

問６（１）処理３日目の高温は，未熟花粉に影響を与え，その後の花粉形

成を阻害し，デンプンが蓄積せず，ヨウ素液に着色されない異常な

花粉を発生させた。異常花粉は，受粉，受精ができず，着果率が低

下した。 

（２）ヨウ素染色で花粉は染色され，着果率のみ低下していることか

ら，高温は花粉ではなくめしべの機能不全に影響し，受粉や受精を

阻害した。もしくは，ヨウ素染色された花粉でも花粉発芽や花粉管

伸長などに異常を生じたため，着果率が低下した。（6 点） 

 

 

  



正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和 6年度）3／4 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），農学部 

３ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１①ネフロン，腎単位，②細尿管，尿細管，腎細管，③糸球体，④ボーマン

のう，（③と④は順不同） 

 

問２（１）（ア）肺，（イ）右心房，（ウ）左心房，（エ）右心室，（オ）左心室，

（カ）肝臓，（キ）腸，（ク）腎臓 

（２）（ⅰ）心臓の右心房にあるペースメーカー（洞房結節） 

（ⅱ）交感神経より拍動が促進され，副交感神経により拍動が抑

制される。 

（３）（ⅰ）アドレナリン 

（ⅱ）副腎髄質 

（ⅲ）交感神経の作用を強めて，心臓の拍動を促進する。 

 

問３ 血液の血しょうに含まれる水が毛細血管からしみ出して，組織液の一

部となる。組織液の水は毛細血管内へ戻るが，一部は毛細リンパ管に入

り，リンパ液の一部となる。リンパ液は，リンパ管が静脈につながる首の

つけ根あたりで血管系に入る。 

 

問４  75 

 

問５ 原尿は血液からつくられて，細尿管に入るが，細尿管の管内は外界と通

じており，管内は体の外と見なすことができる。従って，原尿の成分が細

尿管内から体の血管へと移動することは，一旦体外に排出された物質が

再び体内に戻ってくることになるので再吸収とよばれる。 

 

問６ ビーバーは尿の浸透圧を 550 mOsm/ kg H2O にしか上げることができ

ず，体内の水分をより多く失うので，水にアクセスしやすい川辺に生息す

る。一方，ラクダは尿の浸透圧を 3,170 mOsm/ kg H2O まで上げることが

でき，体内の水分を保持する能力が高いので，砂漠に生息することが可能

である。 

 



正解・解答例 

 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和 6年度）4／4 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），農学部 

４ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１（１）バイオーム，生物群系 

（２）幹・枝・根などの非同化器官が大きく，呼吸量も大きくなるため（4

点） 

（３）（ⅰ）750 

（ⅱ）50 

（４）（ⅰ）イ 

（ⅱ）純生産量を計算すると表１より①2350，②1230，③1550 であ

る。高緯度の植生ほど気温などが低い環境にあり，純生産量が低下

するため，①熱帯林，②夏緑樹林，③照葉樹林であるとわかる。（5

点） 

問２（ⅰ） 土壌 

（ⅱ） 土壌が存在すると高木性樹木の成長に十分な養分や水分を供給

できるため，かく乱直後から高木の侵入が可能となり，回復速度が早ま

る。また，土壌中にかく乱前の植生の埋土種子があることも，植生の回復

速度を早める。 

問３（ⅰ）中規模かく乱説 

（ⅱ）かく乱が弱い場所では競争に強い種が優占するが，かく乱の強い

場所ではかく乱に強い種が優占する。中程度のかく乱では両方の種が存

在できるため，生物多様性が増加する。 

問４（ⅰ）種 B 

（ⅱ）種 A は 3 種の中で最も陰樹としての性質が強いが，図１より若い

個体が存在しないため，長い時間が経過すると寿命を迎えて消滅する。

種 B と種 C では若い個体が存在するが，図２より種 C は種 B と比べて暗

い環境での生育に適さない種であるため，長い時間が経過すると種 C の

若い個体は林床で生育できなくなり，種 B に置きかわる。 

 

 



後期                                  （様式 8） 

採点・評価基準（具体的基準） 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和6年度） 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース）， 

農学部 

出題のねらい １ 遺伝情報の発現に関する基礎知識および理解を問う。 

２ 植物の環境応答に関する基礎知識および理解を問う。 

３ 生物の体内環境に関する基礎知識および理解を問う。 

４ 生態系とその保全に関する基礎知識および理解を問う。 

採点基準 

 

（点数は200満

点の場合） 

 

１ 配点 25％（50点） 

問１ 2点×4＝8点 

問２ （１） 8点 

（２） 5点 

（３） 3点 

問３ （１） 3点 

（２）（ⅰ） 3点 

（ⅱ） 8点 

（３） 6点 

問４ 6点 

 

２ 配点 25％（50点） 

問１ 2点×5＝10点 

問２ 5点 

問３ 6点 

問４ 6点 

問５（１） 5点 

（２） 6点 

問６（１） 6点 

（２） 6点 

 

３ 配点 25％（50点） 

問１ 2点×4＝8点 

問２（１）1点×8＝8点 

（２）2点＋4点＝6点 

（３）2点＋2点＋4点＝8点 

問３ 6点 

問４ 4点 

問５ 5点 

問６ 5点 

 



後期                                  （様式 8） 

  

４ 配点 25％（50点） 

問１（１） 3点 

（２） 4点 

（３） 4点＋4点＝8点 

（４） 3点＋5点＝8点 

問２ 3点＋5点＝8点 

問３ 3点＋5点＝8点 

問４ 3点＋8点＝11点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


